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畑虫卵の培養方法に対する検討

附，滅菌斜面寒天培地主他培地主 の比較

小津茂弘

埼玉県衛生研究所

（昭和36年 1月11日受領）

特別掲載

緒言 と併せて報告する．

姻虫卵の発育に関する諸条．件，虫卵の抵抗性，形態学 材料と方法

的の研究を行う際には，掴虫卵の培養による観察が不可 斜面寒天培地は，蒸潤水に粉末寒天を 3%の割合：こ混

欠の要素てあり，時に生死判定を要する場合には，染色 じたものを加熱溶解せしめ，予め滅菌した小試験管く内

法等による判定方法が未だ研究の域を出ない現在ては， 径 lOmm，長さ lOOmm）に 3cc宛牙注し，直ちに綿栓

培養による長期間の発育状況の観察に由られなければな を施して斜面となし，自然に冷却凝固するのを待って使

らないのは止むを得ないと云うのが現況である． 用に供した．

培養法については Davaine(1862), Halley (188fi), 素焼皿培地は，滅菌した素焼皿（内径 60mm，高さ10

我国ても長谷川（1908），宮永（1914）以来多数の研究者 mm）を直ちに滅l宥シャーレ（内径90mm，高さ 20mm)

が姻虫卵の発育を観察する為に種々の方法を考案してい 内に入れて，j司聞に湿潤液として水道水，蒸溜水， 0.5 

る． %, 1 %, 2 %, 4 %各濃度のホルマリン水を夫々注加

畑虫卵発育と培地との関係については，最近では中川 して，蓋をして使用に供した．

(1931），和泉 (1952）等の研究があり，何れも鴻紙， i虚紙培地は，小試験管（内径 10mm，長さ100mm) 

瓦，素焼皿，砂，獣炭末等を用い，湿潤液としては水叉 に幅 7mm，長さ 120mmに切った東洋漉紙 2号を斜め

はホルマリン水を用いての観察，および試験管内に培養 にして入れ，試験管に水深 lcmになる様にピペットて

液として水，ホルマリン水， yンゲル氏液等を入れて虫 水道水，蒸溜ノi)'(, 0.5%, 1 %, 2 %, 4 °6各濃度のホ

卵の発育を観察する等して，比較検討を行っている．し ルマリン水を夫々注入して，直ちに綿栓を施して使用に

かし従来から用いられている各法は，移動その他取設い 供した．

が頗る不便であり，叉時としては同じ方法を用いても畑 試験管内液浸培地は，滅菌小試験管（内径 10mm，長

虫卵の発育がまちまちになるとともある． さ lOOmm）に水深 1cmになる様にピベットて、水道A<,

小宮等 (1956）はその点を考慮レて取扱いに便利な 1 蒸溜水， 0.5°6, 1%, 2%, 4%各濃度のホルマリン

%ホルマリン加 3%寒天平板培地を作製し，姻虫卵の発 水を夫々注入して，直ちに綿栓を施して使用した．

育状況を観察して従来の方法と比較検討を行い良好な結 空気送入試験管内液浸培地は第1図にみられる様な安

果を得ている北条 (1958）はホールグラスに小宮等の 置を作り使用に供した．

処方のホルマリン加寒天を凝固させて畑虫卵を塗布し， 木試験における姻虫卵は． 凡て屠場より採取した新

カバーグラスて封じて，同一虫卵による長期観察が可能 鮮な豚蜘虫雌虫の子宮下部 1.5cm内卵を材料として用

な方法を発表した． い，虫卵を試験に供する｜擦には試験管に数十匹分の子宮

姻虫卵は培地の如何てはすぐに発育能に影響をおよぽ を集め，水を混己て充分に竹揮で撹押して子宮内卵を押

すことがあるので，著者は多数の検体を取り扱う実験に し出し，ガーゼ l枚て鴻過して子宮壁等の残涯を除去し

便利な．様？と，滅菌斜面寒天培地を作製～し従来の方法とj七 たものをよく撹押して，白金耳て斜面寒天培地，憾紙培

較して，よい成績が得られたのて，虫卵の抵抗試験等の 地，素焼皿培地の表面に夫々充牙に塗布し，液浸培地て

場合に使用している．ままに姻虫卵発育と培地との再検討 は試験管内の培養液中に姻虫卵を混入した．
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煩の方法について倹；討し，：＇（： .

各培地共に同種類のものを 3本宛準備し，同時培養を

開始して何れも30'Cm卵器（温度誤差±0.5 C）内店養

ゴJ宝 生行った．

血t品定営

水

胴虫卵発百状況の観祭は，培養開始後 3日目， 5日

円， 7日円， 10日n,in日目， 20日目， 30日日｛こ行い，

各発育程度の百牙比て比較を行った．との観祭は各培地

から白金耳て姻虫卵を採り，予~スライドグラス上に

置いたI滴の水とよく混ぜ合せカバーグラス (18×18

mm）をのせて鏡検した．以上の方法て各培地共に 100

コ宛 3本，計 300コの虫卵を算えて，蜘虫卵の発｛f程度

および変性卵を観当きして牙類を行ってみた．

実験成績

第 1図 空気送入装置による畑虫卵培地 30?C￥降卵認内て培養し疋 3日日の各培地の発行状況：士

第 1表にみられる慌に，斜面寒天培地ては68°0が牙裂後

期（ 4細胞j叩と数細胞j明を総称する． 以下同線），18°6 

が分裂前期（ 2細胞期と 3細胞期を総称す，ふ以下r1u

様），12°6が単細胞期てあっ之．漉紙培地，ホルマリンノk

m潤ては各濃度共に80～90°0が分裂後期まで発nして.？］

D ，蒸溜λk?EJ~閏ごよ28°0が分裂後期， 48°6か分裂rili期，

胴虫卵の発ff能についての比較試験は，滅菌斜面寒天

培地，水道水，蒸溜水，前記』通りの濃度。ホルマリン

メ！くによる湿潤漉紙培地，および素焼皿培地，水道水，蒸

溜水，前記各濃度のホルマリン水による試験管内液浸培

地，特に水道水の場合は空気送入による培養方法，並？

に水道1.k.，蒸溜水の池田交換試験管内液反培地の；n-22種

第 1表 30°C培恭 3日自の比較

観 察 姻 虫 卵
培 地 月リ

1故 百 分 上t

種
変 不 単 ~ ‘〉 3 4 分桑前桑後餅前側後仔

斜面寒天培地 ~.O u.o i~.o 6.0 40.0 :28.0 

i曜紙%% % % 培地0.5 ホJレマリユ／71< 1.8 1.8 1.8 1. 8 63 . 6 29 . 1 
1 ホ1レマリコ／：水 :3.4 3.4 1. 2 71 . 6 20. :3 
2 ホJレマリミ／プk 3.8 2.8 3. 5 68. 7 21.1 
4 ホJレマリユ17J< 2.9 2.9 2.9 69.5 21.9 

ァ三k事 溜道
7]< 4.0 20.0 30.0 18.0 16.0 12.0 
ァk 10.3 5.0 14.3 52.3 11.0 5.7 1.3 

素焼皿培地

0.5 ~＇ ホルマリジホ 4.0 8.0 12.0 12.0 16.0 36.0 12.0 
1 ホJレマリミ／7J< 4.0 4.0 6.0 12.0 26.0 32.0 16.0 
2 ホJレマリ コノァ1< 2.0 8.0 10.0 12.0 24.0 34.0 10.0 
4 ホ1レマリジ71< 4.0 6.0 12.0 20.0 14.0 34.0 10.0 

水蒸 溜道
オ三 6.0 7.0 25.0 23.0 30.0 9.0 
プ1< 9.3 16.7 59.3 6.3 6.7 1. 7 

液0.5浸%%% % ホル培マリ Y7.地rJ< 2.5 1.2 3.7 3. 7 67. 8 21. 1 
1 ホJレマリユノヌf< 4.9 1.2 2.4 70.5 21.0 
2 ホJレマ］｝ Y7J< 2.2 18.2 0.7 0.7 0.7 54.4 22.2 0.8 
4 ホJレマリ ν水 5.3 72. 3 20 .4 1. 0 

蒸同

道溜上上上 水ir喝

6.3 1.6 90.1 0.5 1.6 
6.6 1.9 82.5 0.9 0.5 1.4 6.1 

71< 8.3 3.0 83.5 0.4 0.4 0.4 3.9 
同 8.0 1 1 84.7 0.7 1.8 3.6 
同 3.5 76.0 12.5 8.0 

蒸溜水及び水道＊の（1）連日交換（2）放置（3）空気送入せるもの，以下各表共通
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第 2表 30°C培養 5日目の比較

観 察 虫同 虫 卵 数 百 分 比
培； 地 種 月リ ~ 

変 弓ミ 単 ‘〉 3 4 分 桑前桑後掛前餅後仔
一ι 『

斜面寒天培地 2.0 36.7 54.3 5.0 1.0 

滞、

紙%~ 培地
0.5 ホJレマリシァ1< 10.0 12.0 78.0 
1 ホJレマリシヌjく 9.5 3.2 3.2 82.5 1.6 
~ ホJレマリシオ〈 6.8 3.4 5.1 1. 7 83 .0 
4 ホlレマロこ／ヌl< 8.3 1. 2 82.6 

水京 溜道
ァ1< 4.0 3.3 8.0 8.0 4.7 10.0 20.0 42.0 
ヌjく 15.5 1.7 0.3 ~~.7 78.8 

素焼皿培地

0.5 ~~ 。9tホルマリ y7J<
4.0 6.0 8.0 2.0 10.0 14.0 22.0 34.0 

1 ホJレマ Pユ／プjく 3.0 3.0 1.0 3.0 10・0 9.0 32.0 39.0 
2 ホJレマリシオく 5.0 1.0 1.0 2.0 12.0 32.0 47.0 
-1 ホJレマリユ／；水 4.0 6.0 6.0 8.0 8.0 8.0 28.0 32.0 

オ来( 溜道
オt 8.0 1.0 1.0 8.0 4.0 12.0 18.0 48.0 
水 13.7 3.3 0.3 3.3 79.4 

液 浸~ 培地0.5 ホJレマリシオt 5.0 3.0 7.0 8.5.0 
1 ホJレマリジ7Jく 6.0 3.0 1.0 3.0 2.0 85.0 

5.0 5.0 17.0 2.0 71.0 
13.8 0.9 0.9 1.8 82. 6 

？~ 溜水 6 . 0 1. 0 48 . 0 22 . 0 5.0 18.0 
[ci］ 上 5 . 0 4 .4 65 . 0 20. 0 1.2 4.4 
水道水 9 . 3 5. 3 62 . 1 11 . 0 1.3 2.7 8.3 
[Fi］上 15. 0 4 .4 67. 0 2.0 1.0 3.6 5.0 2.0 

~ ；~ホホルノレママリり ジユノ！2ホヌ；1

同上 1.5 5.0 17.5 10.0 13.5 45.5 3.5 

水道水 i!11Vi閏つ主 ＇ 9~が牙裂徒期， （） 30，；コ－；；；子裂前期， 1496が

単品IH胞i明てテった．素焼皿培地のホルマリン水湿潤ては

存浪度共：こ44～48°；が分裂後期， 28～34°0が分裂前期 6

～1~9bが『jl.細胞期てあり，蒸溜ノik.i早潤ご，~39l?o升裂徒期、

48°0が牙裂前期， 20ク。が「詳細胞期て？り，水道水限潤は

8 9bが牙裂後期， 65°;.t;~ 牙裂rlliJ明， 17°6 ：：~単細胞期て守，

った. i夜泣培地のホルマリン水ては各濃度共に80～9090

が分裂後期に発汗してい三が，水道水むよぴ蒸溜水ては

放；丘せると3のも，述日交換したものも82～90°0はまだ恥

細胞期の主主てあっ乙空気送入の場合よlC～25£?6が分

裂r1lj朋， 15～80°~か単細胞期て、2ノつ，じ叉変性卵は各折

地共少なく 2～ 8o，；の出現’てちつ之．

応援5日日の戒績は，第2茨にみられる様に斜面寒天

泊地ては 6o，；が麟叫期， 919，；が；菜’XJ自に発ffしていた．

1慮紙府地のホルマリンih~潤のものては件浪皮共に82～92

9oが桑’定期てあり，蒸i回;Jq(i~潤て、は42°0が桑；定期， 30°0

か分裂後期， l:l9bj！分裂前期どあり，ノk道水湿潤て、は79

00予桑ゾ0羽であった．素焼血J，岳地のホルマリン混潤てい

1 o；； ：心よ~ 9bの浪度のものが少し発｛fIJ~早いが，ぞHli~皮

ム60～8090,-0；柔実期て残り（よ主に分裂佐期てあった．ぷ

ifii ;j( !lul潤て＇.t489oが奈フミ期， 30°0が分裂後期， 12°0が牙

裂riHJ明て，水道水i!1~l閏ては7\:l0oが桑尖期てわった．？夜浸

j者地のホルマリン水ては各波度j~に7i3～i:l7°0が桑災用て

あり，蒸溜水およプ•： 11く道水ては放置せるものも，辿円交

換し之ものもま／ご48～6i0oジ単細胞｝切で， 28～45%が分

裂期て、？った．空気送入の場合は35～54°0が分裂後期，

28～30°0が牙裂前期てあっ，：＼：：. 変性卵は斜面寒天培地J

2 °o，他は 5～15°0て‘ちり，特に水道水使用の場令は13

～15ヲ。；ニ増加lレていた．

培養7日日の成績は，第3表にみられる線に斜而寒天

府地ては95°0が仔虫期になっていた. il慮紙培地てはホル

マリン湿潤 1%浪皮のものは92C?c.が鮒叫期（，こ，他の漉度

ては41～58%が鮒叫j明て， 40～50°bは桑ソミj拐であり，オ’

道水および蒸溜；j(）盟潤ては61～70°0が桑万別であった．

ぷ－焼皿培地のホルマリンii函閏ては各濃度共に16～28°0.＿，~

虫干i叫期， 60～7790が桑災朋て、あり，水道；J\.?Mit~Jては23°0

が蛸剖.J拐に， 6390が桑：点j羽になり，ぷi白水i!11l潤ては7』o;

が桑実用， 10°bが分裂後期であった．

液泌培地のホルマリン印潤のものでは各波皮共（ニrn～

60%:.J：矧虫半期、 32～419bが安定期てあり，広；~7；｝：：士放置てよ

るとのも， j出n交J堤せるものも1290は桑メ：；Jw,22～30°0 

ジ分到後期， 38～32°0が分裂前期て， 31～28°0;'.;>f詳細胞

( 102) 
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30°C培養 7日目の比較第 3表

比／、
,/1 百数!iin 虫姻察観

仔

2.0 
2.0 

99.5 

鮒後

6.0 
36.0 
26.0 
10.7 

宙科前

38.0 
56.0 
32.0 
24.5 

桑後

40.0 

26.0 
50.0 
48.7 
69.0 

桑前分4 3 ’J 
】単不

4.0 
6.0 
6.0 
3.7 

変

1.0 

8.0 
5.1 
2.0 

17. 

10.0 

見日

斜面寒天培地

i慮紙培地
0.5 %ホJレマリシ水
1 %ホJレマリユ／水
2 %ホノレマリシ水
4 %ホ Jレマリユ17J三

五〈 ・ 溜水

水道水

種地土奇

9.3 
3.0 
2.0 
5.0 

10.0 

18.6 
13.0 
15.0 
11.0 

nO.O 
n.o 
77.0 
68.0 
62.0 
G2.5 

18.0 
1.6 

3・0 

4.0 
12.0 

12.0 

1.4 
3.0 
1.0 
5.0 
10.0 

0.3 

1.0 

3.0 

2.0 

1.0 
3.0 

13.0 
0.3 

2.0 
1.0 
2.0 
3.0 
0.3 

3.3 
1.0 

1. () 

10.7 
1.0 
4.0 
:3.0 
10.0 
13.6 

紫姥皿培地
0.5 %ホノレマリシ71<
1 %ホ Jレマリジ7J<
2 %ホJレマリユ／7Jく
4 %ホ Jレマリこ／水

蒸溜 71く
水道 7Jく 8.0 

34.0 
30.0 
22.0 
18.0 

15.2 

26.0 
24.0 
29.0 
28.0 

30.0 
32.0 
35.0 
34.0 

0.3 

5.0 
8.0 
5.0 
1.0 

2.0 
7.0 
12.0 
12.。14.0 

12.0 
10.0 
9.0 

16.0 
10.0 
9.0 
G.O 

6.0 

8.0 
1.0 

26.0 
28.0 
20.0 
18.0 

21.0 
28.0 
47.0 
60.0 

2.0 
3.0 

4.0 
6.0 
7.0 
12.0 
6.0 
8.0 
3.0 
6.0 
2.0 

液浸培地
0.5 %ホJレマリミ／水
1 %ホJレマリシヌjく
2 %ホ Jレマリシ水
4 %ホ Jレマリシ71<
蒸溜水（1)
[ri］上（2)

水道水（1)
同上（2)
向上（3) 6.0 85.0 7.0 

30°C培養 10日自の比較第 4表

比r、
,IJ 百数卵虫印

刷
A
U
3
 

察観

イ子

99 0 

78.0 
96.0 
85.0 
89.0 
15.0 
81.1 

度科後

8.0 

3.0 
69.0 

直科前

6.0 

4.0 

桑後

1.0 

桑前分4 3 つ単不

2.0 

4.0 
~·LO 

変

1.0 

G.O 
4.0 
6.0 
5.0 
G.O 
ぷ.0

)Jlj 

斜面寒天培地

鴻紙培地
0.5 %ホJレマロシアjく
1 %ホJレマリこ／水
2 %ホ 1レマリシ水
4 %ホ 1レマ ！） y水

蒸溜ァI<
水道水

種地士音

23.0 
22.0 
14.0 
12.0 
10.0 
80.5 

34.0 
37.0 
30.5 
21.0 
65.0 

10.0 
0.3 

12.0 
8.0 
16.0 
10.0 
14.0 
0.3 

19.0 
25.0 
34.5 
42.0 

2.0 

お.0
4.0 

1.0 
1.0 1.0 

1.0 

7.1 

2.0 

2.0 
3.0 
9.1 

10.0 
:・LO 
4.0 
3.0 
4.0 
9.1 

紫焼皿培地
0.5 %ホ 1レマリこ／7Jく
1 %ホ Jレマリシオく
2 %ホ Jレマリコノオく
4 %ホノレマリシオく

蒸溜水
水道ァfc

86.0 
95.0 
88.0 
90.0 

1.0 

7.0 
2.0 
5.0 

1.0 

4.0 
12.0 21.0 

17.0 
討.0
27.0 

1.0 
18.0 
20.0 
20.0 

20.0 
8.0 
24.0 
:m.。

2.0 5.0 
3.0 7.0 

l'.Ul 
1.0 5.0 

0.7 

3.0 
12.0 

1.0 

0.3 

10.0 
18.0 
20.0 
30.0 

4.0 

2.0 

7.0 
4.5 
6.0 

3.0 
2.0 
7.0 
3.0 
q_o 
8.0 
10.0 
10.0 
J.。

液浸培地
0.5 %ホ Jレマリシ；水
1 %ホ 1レマリシヌJc
2 %ホJレマリシオく
4 %ホ Jレマリユ／ヌJc
蒸溜水（1)
同上（2)

フ1c 道水（1)
向上（2)

向上 c:-n 20.5 58.0 18.5 
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期てあり，水道水使用の：土12～18°6分裂後期， 19～28°0

が分裂前期て， J7～60°0は五三巾細胞期であった．空λ
送入の場合はu2°0が五ミリミ別であった．メ変性卵ば 4～18

%で 5日口の状態とほと七ど同政であった．

培養10日目の成績：，第4去にみられる僚に斜面寒天

培地ては完全に仔虫期に達し， v.~紙培地のホルマリン湿

潤では各濃度共78～96°0が仔虫期ピ，蒸溜ノk湿潤では15

06が仔虫期， H)0oが蛸叫j羽になり，水道！l¥?!iJ潤ては81°6

が仔虫朋てあっ，で．ぷ焼皿府地のホノレマリンj湿潤ては各

浪度共12～23°0が仔虫朋， 31～」7°0が蛸斜j羽， H）～50°~

が桑実期｝どあり，蒸j間；.Ki!~潤ては10°0がff虫期， 79°0が

蛸叫期て、bり，本道水71J潤ては8190が仔虫j叶プちつ之．

1夜M培地のホルマリン水て．立各波度共86～リ5C7oli＞仔虫j明

：こなっており，ぷ溜水て、；ま放置のものは37°0が桑実湖， 15

Of;が牙裂後期， l5°oが分裂！日朋， 18%はまだlji細胞却jて

ιり， J＇主日交換せるものは放置のものよりま 1発汗がよく

て12%が矧叫朋， 39°0が桑ブミ朋， 25%が分裂後期， 5 °6 

が牙裂前期， 10°0が単細胞朋てあり，水道水は放置のも

のも述日交換のもの辛共に28°~が桑実期， 3590が分裂後

期， 2QC7~は単細胞期であった． 空軍気送入ては15～20°0が

仔虫期， 76～80°0が側斜期てあっ，そ．変性卵は 5～15°6

て特に増加：ま認。b凡ない．

培養15日日の1;xJi1は，第5」之Uこみられる相l：二斜面フミ巳）

培地， i慮紙培地はほとんど完全に仔虫期に述しており，

京焼皿培地のホルマリン湿潤では ｛1°o濃度予少し発ff,)>

遅れて27°0が仔虫朋， 56°0が蝋虫羽田であり，他の濃度て

は57～62°0が仔虫朋， 32～34°6が桑実期て、J',（） ，水道水

および蒸iW1;.k?!J.潤て；土81～90°0が仔虫期に迷してい〆ヒ

液b(培地のホルマリン水て、は各政度共に91°0以 1：が仔虫

朋に発TIしており，ぷi留；_kてはJ'f日交換のも心、よ56°0,}

仔虫期， 36°0が蛸叫月jてあり，放置のまのい26°o;J＇；蛸虫干

j羽， 31°oが桑ゾミ刈， 1』Ooj~分裂後期） 11 C?6が分裂1jlj期，

l.JOoはま疋lji＿細胞j切とちり，水道水てはJ'f日交民4：るち

のて、 39oが仔虫j切， 16°0が捌叫期， 3M＇；が桑 ＇k期， 20°6

が牙裂後期， 12°0 ，~＇：分裂前期， l09oが単細胞期てあり，

放置のヰ、のてほl0°oが蛸叫期， 3l0oli：柔定期， 25°o;J；）子

裂後期， 14°6が分裂(JljJ明， 1890が単細胞｝切であつえ．空

気送入ては95°0ジ仔虫朋に達していえ.x変性卵は 3～

1790て、もり今迄φ観祭と同様であつえ．

培養20日日のf;)<Jliは．第 6去にみられる通りて．素焼

皿培地のホルマリン沼潤ては75～87°0が仔虫期， 10～22

%が桑’だ， !ltf'~叫）~］ として残っていた． 液t芝府地ては蒸溜

第 5表 30°C培器 15日目の比較

観 察 虫回 虫 ~~ 、夏丈 百 分 比
土音 地 種 5.JIJ 

変 弓ミ 単 ・·~ 3 4 分 桑前桑後虫干十前鮒後 イ子

斜面接天培地 1.0 99.0 

滞、 紙円／／0 土音 i也
0.5 ホJレマリシ；水 8.0 9~.0 
1 %ホ Jレマリジヌ1< 5.0 95.0 
2 ~。ホ JレマリシヌJ<. 2.0 4.6 1.3 92.0 
4 %ホ Jレマリシオく 1.0 5.0 94.0 

水？.~ ？道留 水 6.0 8.0 86.0 
フ：iく 10.9 4.4 0.3 1.3 8:3.1 

業。 焼皿培地

5~ 。6ホルマリエノオ〈 5.0 2.0 1.0 1.0 1.0 5.0 28.0 57.0 
1 ホJレマリこ／オく 3.0 2.0 7.0 25.0 62.0 
:2 ホルマリンヌ1< 2.0 1.0 3.0 1.0 1.0 4.0 30.0 58.0 
4 ヲホ Jレマ 9Y7J<. 5.0 1.0 2.0 1.0 1.0 3.0 4.0 13.0 43.0 27.0 

ァ蒸J<. 溜道
プ1<. 6.0 8.0 86.0 
オく 11.4 6.3 0.7 0.6 81.0 

液 浸内~ら， ， 培 地0.5 ホJレマリユ／7.f<. 5.0 1.0 94.0 
1 ホJレマリシオt 3.0 1.0 %.0 
2 ホJレマ 9Yスf<. 6.0 2.0 3.0 89.0 

蒸同4 溜ホルマJcl!l《

3.0 2.0 1.0 1.0 2.0 91.0 
2.0 6.0 6.0 30.0 56.0 
4.0 14.0 11.0 5.0 9.0 9.0 22.0 26.0 

水 道上 水 3.0 10.0 9.0 3.0 8.0 12.0 15.0 21.0 6.0 10.0 3.0 
向上 2.0 18.0 12.0 2.0 5.0 20.0 13.0 18.0 10.0 95.5 
向上 4.5 

一一 一
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第 6表 30°C 培養 ~o 日自の比較

観 察 姻 虫 卵 数 百 分 比
土音 地 種 月日

変 弓ミ 単 2 3 4 分 桑前桑後虫干｝前餅後 イ子

斜面寒天培地 1.0 99.0 

i慮

紙%% % % 培地
0.5 ホルマロユ／；水 6.0 94.0 
1 ホJレマロシオt 5.0 95.0 
2 ホJレマリこノオt 4.0 2.0 94.0 
4 ホノレマリユ17Jc 4.0 3.0 93.0 

7ヲj』t~ 溜道
水 8.0 92.0 
水 9.0 2.0 89.0 

素焼皿培地

0 5 ~ ホルマリコノヌiミ 4・0 4.0 3.0 9.0 80.0 
1 ホyレマリこ／7J<: 3.0 2.0 8.0 87.0 
~ ホJレマリユ／アk 2.0 1.0 9.0 9.0 79.0 
4 ホJレマ Pシァjく 3.0 2.0 10.0 3.0 7.0 75.0 

蒸プ1<: 溜道
オく 6.0 94.0 
オt 9.0 91.0 

液0.5 浸%%%%摺ホホホホル培マヲ ν地オに
6.0 94.0 

1 1レマリシ7Jc 4.0 96.0 
2 1レマリシヌJc 6.0 1.0 93.0 

Z同＆4 上3レマホ91!I

6.0 2.0 92.0 
5.0 2.0 5.0 88.0 
7.0 2.0 1.0 2.0 5.0 10.0 10.0 20.0 7.0 36.0 

水道水 4.0 2.0 5.0 6.0 9.0 74.0 
[>i］ 上 7.0 3.0 3.0 11.0 3.0 3.5 10.0 7・5 4.0 1.0 3.0 42.0 
向上 5.0 95.0 

ーーー』ー ー

第 7表 30°C培養 30日自の比較

観 察 姻 虫 卵 数 百 分 比

培 地 種 J.HJ 
変 弓ミ 単 “ つ 3 4 ノrJ、桑前桑後虫科前車科後 イ子

斜面寒天培地 1.0 99.0 

沼、
紙%% 培地0.5 ホJレマリシ＊ 6.0 94.0 

1 ホJレマリミ／7Jく 4.0 96.0 

2 9o 0ホJレマリユ17Jc 5.0 95.0 
4 ホJレマリユ17J< 3.0 97.0 

オ蒸'( 溜道
7｝く 7.0 93.0 
オく 10.0 90.0 

素焼皿培地

0.5 ~ ホJレマリシオく 5.0 1.0 94.0 
1 ホJレマリユ／水 3.0 2.0 95.0 

2 ~b 0ホルマリ y7J< 4.0 3.0 93.0 
4 ホJレマリシオく 4.0 2.0 4.0 90.0 

ァ来1<: 溜道
水 6.0 94.0 
プk 6.0 94.0 

液

浸事9。j培 地0.5 ホJレマリジ7Jく 6.0 94.0 
1 ホJレマリユノプ1< 5.0 95.0 
2 ホJレマリユノァ1<: 6.0 94.0 

蒸同4 溜ホ上ルマ水1) ~ノI~ホ~1 
6.0 94.0 
2.0 3.0 95.0 
1.0 8.0 9.0 82.0 

水道水 2.0 5.0 5.0 88.0 
向上 2.0 3.0 4.0 10.0 81.0 
向上 3.0 97.0 

( 105) 



246 

水のj出日交換せるものは88%が仔虫期？と，放置せるもの

は36%が仔虫〆明，27%が蝦叫期，20%が桑実期，10%が

分裂各期となっており，水道水ては辿日変換せるものは

74%が仔虫期，15%が蝋叫期， 5%が桑実期であり，放

置せるものは42%が仔虫期， 4%が蝋叫期，11%が桑実

用，15°6が牙裂後期， 140，：；が牙裂前期， 3%はま／さ単細

胞期であった．

培養30日目の成績は，第 7表にみられる様に，何札の

培地てもほとんどが仔虫期に達しており，僅かに液反培

地の；_k道水および蒸溜水て、法10～17%がま芝蝋叫期およ

び桑実期として残っている程度であり，これも培養35日

日に観察した時には完全に仔虫期に達していた．

討議

姻虫卵の実験を行うには，虫卵培養は短めて重要な~：

義を有している．しかし例え同一条件て同一温度て同ー

の虫卵材料を用いて培養試験を行っても，培養方法が異

なるとその発育状況は必ずしも一致しないのみならず，

時には全然異なった結果となるとともある．

胴虫卵の発育能を百分率て、検討を行う際には，どの様

な方法が常に一番安定した戎績が得られ，しかも取扱い

が便利でもるかと云う点て検討を行った．

和泉等 (1952）は 2%ホルマリン水を用いた場合には

瓦．素焼皿，鴻紙，砂粒等を湿潤させた場合の畑虫卵の

発ifは大体同様であり，硝fの試験管培養は初期は他に

勝っているが，日を経るに従って発育が劣ってくると云

う．叉小宵らく1956）は 1%ホルマリン加寒天平板培地

は従来の代表的培地である素焼皿，鴻紙培地に劣らずに

畑虫卵の発育は良好であると云う．

著者は従来から行われている鴻紙培地，素焼皿培地，

試験管内液浸培地に夫々 0.5%,19百，2%, 4%ホル

マリン水，水道水，蒸溜水を使用したもの，空気送入し

た水道水，それと 3%減菌斜面寒天培地とに豚姻虫卵を

塗布して30°og1陣卵，器内て培養を行い，その発育の差を比

較検討したが，との場合の培地別に発育曲線を作ると第

2図にみられる様に，斜面寒天培地は極めて順調に発行

を完了し，培養7日目て95%が仔虫期となり ，8日円；1て

はすべて発？？完了していたので，ほとんど直線的の発育

曲線を示していた．之は 3%滅菌斜面寒天では細菌やカ

ピ等の影響を受けるとともなく ，畑虫卵発育に必要な適

当な湿潤状態と酸素の供給が均等に行きわたる為に，一

様に揃って発育するものと考えられる．

鴻紙培地ては 0.5%, 1%, 2%, 4%の各濃度のホ

ルマリン7k湿潤並びに水道水湿潤のものの聞にはほとん

] 

r 
J 

7 

10 

15 

20 

JO 

E車 2

一一一鴻紙 培 養 一Oー斜面寒天培地
一一一素焼皿培恭 一口ーホルマ リシホ使用
一一一一液漬培護 - A一蒸溜水使用
一 一一向上（水道水放置群）ームー水道水使用

第2図培地別の姻虫卵発育曲線

どそめ発？？状況に差を認められないが，桑突期以降の発

育が斜面寒天培地よりもおくれ， 7日日てはまだ蝋餅朋

および桑実期であり，10日日て 80%以上が仔虫期にな

る．蒸溜水沼潤は発育がまばらになり ，10日目ても仔虫

期には15%しか達せず， 15日目でやっと8090以上が仔虫

期になると云う状況である．

素焼皿培地は穂紙培地よりも更に発育がおくれ，市も

発育状況がまばらとなり 15日目ても過半数が仔虫期：こ述

する程度であり ，80%以上が仔虫期に達するにほ20日位

かかる．ホルマ リン水は濃度差による虫卵の発汗状態：ま

著明には現れないが，僅かに 4%の濃度のが発行がおそ

くなる傾向があった．

試験管内液浸培地も各濃度ホルマリン水の聞には，発

育差は認められずに10日日て大部牙が仔虫期に遣した．

水道水および蒸溜水ては発育開始がおそし最初かしば

らばらの発ff過程が観察され， 15日日頃からやっと 1部

が仔虫期に達し，大部牙が仔虫期に達するには30円かか

る．空気送入した場合には放置のものよりもかなり早く

発育し，しかも発育過程もまとまって来て，ほとんど15

日目て大部牙が仔虫期に達した．

畑虫卵の培養には斜面寒天培養が一番成績がよく ，続

いて櫨紙培養がよいと思われる．ホルマリン水使用の各

濃度間てはほとんど差を認めるととが出来ないから普通

用いられてい1～2%の濃度て鴻紙培地，素焼皿培地，

( 106) 
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i夜以培地何れの場合もよいのではないかと思う．水道水 液浸培地はホルマリン水使用の場合は15日て仔虫朋に

や蒸溜水て液浸培養を行うと，発育が遅くEまばらの発 達する．水道水又は蒸溜水使用の場合は約30日を要して

ffを示すから，空気送入法て行った方が成総がよくなる 大部牙が仔虫期に達するが，途中の発育状態は極めて：l:

と思う．

要約

姻虫卵の培養には従来から種々の万法が考案されてい

るが，著者は 3%滅菌斜面寒天培地を使用し， i慮紙培

地，素焼皿培地，試験管内液浸絹地と畑虫卵の発ff状況

主比較検討して良好な結果を1！｝.た．

斜面寒天培地は取扱いが便利であり，滅菌してあるの

で，細菌やカピ等の影響を受けることもなく，畑虫卵の

発討に必要な湿潤状態と酸素は充分に供給されるので，

冶に発育が順調であり， 30。C￥陣卵器内培養ては 3日日て

・86°6が分裂期， 5日同て 90%が桑実期， 7日日て94°6

が仔虫朋となり， 8日目には完全にすべて仔虫期に達ナ

。．
油紙培地は 7日目てはまだ蛸齢期て， 10日目』ど80°0以

上が仔虫期に達する．

素焼皿培地は80%以上が仔虫期に速するに法20日位か

かり，幾分発育過程がまばbになる傾向が認めb札る．

使用するホルマリン水は 0.5°6, 1 C?6, 2 9o, 4 %の

各濃度問には発育におよぼす差はほとんど認のられな

し、．

水道水およひや蒸溜水はホノレマリンノk使用の場合よりも

発育が悪いことが多く，何れの地養法ても比較的に発百

Jがまばらになり易い．

よらであり， ほとんど各期卵が20日過ぎまで観祭され

る．但しこの場合：こ空気送入法て、培養を行会と発＂1'.Jもと

とまり，大体15日日て仔虫期に達する．

捌筆するに当り，稀々御教示を頂いた分島古里所長，予

研石崎達博士に感謝いたします．
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STUDY ON THE METHOD FOR CULTURING THE ASCARIS EGGS 

WITH SPECIAL REFERENCE TO A COMPARISON OF 

THE SLANT AGAR MEDIUM WITH 

OTHER CULTURE MEDIUM 

SHIGEHIRO OHZU 

(Saitama Prefectural Institute of Public Health, Ohmi'ya, J.α？αぜ）

As to the method for culturing the ascaris eggs, various methods have been conceived_ 

In the pr白 entpaper, sterilized slant agar contained 3% of agar is newly deviced as a culture 

ground, and the growth of the eggs in which was compared with those obtained by using 

五lterpaper, an unglazed pottery and the immersion method. 

The slant agar is very easy to handle, and on which the eggs are not influenced by 

bacilli and mold owing to sterilization. In addition to these advantages、oxygenand wetness 

which are neces回 ryto the growth of the eggs are kept adequately. 

When the eggs are cultured on the slant agar for 5 days at 30°C, 90% of them develops 

to a morula stage, and 7 days later all of the eggs rfaches to a larval stage. On the other 

hand, if they are cultured by filter paper method, the eggs are found to reach a tadpole stage 

on the 7th day, and 10 days later 80% of them reaches to a larval stage. 羽市enan unglazed 

pottery is used, more than 80% of the eggs takes about 20 days to reach a larval stsge. 

明Thentap water is used in the culture of the immersion method, 80% of the eggs reaches. 

to a larval stage after 30 days because they become to sporadic in their growth stage. 

Formalin water, within the limits from 0.5 to 4.0% of which, no difference of the eggs 

in the growth is found among these concentrations. Generally speaking, formalin water is more 

SU伍cientfor the eggs than tap water only. 

( 108) 




